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與謝野 晶子 訳 



春の 野の うらわ か 草に 親しみて いとお 

ほどかに 恋 もな りぬ る (晶子) 

源氏 は瘧 病に かかって いた。 いろいろと まじない 

か じ ききめ 

もし、 僧の 加持 も 受けて いたが 効験がなくて、 この 病 

の 特徴で 発作的に たびたび 起こ つ てく るの を ある 人が、 

「北山の 某 という 寺に 非常に 上手な 修験 僧が ぉリま 

す、 去年の 夏 この 病気が はやりました 時な ど、 まじな 

ききめ 

いも 効果が なく 困って いた 人がず いぶん 救われました。 

なお 

病気 を こじら せます と 癒り にくくな ります から、 早く 



などと 人が 言う ので、 後ろの ほうの 山へ 出て 今度 は 

京の ほう を ながめた。 ずっと 遠くまで 霞んで いて、 山 

の 近い 木立ちな ど は 淡く 煙って 見えた。 

きたな 

「絵に よく 似て いる。 こんな 所に 住めば 人間の 穢ぃ 

感情な ど は 起こしよう がないだろう」 

と 源氏が 言う と、 

「この 山な ど はま だ 浅 いもので > J ざ います。 地方の 海 

けしき 

岸の 風景 や 山の 景色 をお 目に かけましたら、 その 自然 

からお 得になる ところがあって、 絵がず いぶん 御上 達 

なさい ますで しょうと 思います。 富士、 それから 何々 

山」 



こう 言つ ていた。 山の 春の 日 はこと に 長くて つれ づ 

うす か. 19 み 

れ でもあった から、 夕方に なって、 この 山が 淡 霞に 包 

こしばが き 

まれて しまった 時刻に、 午前に ながめた 小 柴垣の 所へ 

これみつ 

まで 源氏 は 行って 見た。 ほかの 従者 は 寺へ 帰して 惟光 

だけ を 供に つれて、 その 山荘 をの ぞくと この 垣根の す 

ぐ 前にな つてい る 西向きの 座敷に 持 仏 を 置いて お勤め 

をす る 尼が いた。 簾 を 少し 上げて、 その 時に 仏前へ 

花が 供えられた。 室の 中央の 柱に 近くす わって、 

きょうそく 

脇息の 上に 経卷を 置いて、 病苦の ある ふうで それ を 

読む 尼 はた だの 尼と は 見えない。 四十ぐ らいで、 色 は 

や ほお 

非常に 白くて 上品に 痩せて はいるが 頰の あたり はふ つ 



「この 座敷 は あまり 開け ひろげ 過ぎて います。 今日に 

限って こんなに 端の ほうに おいでにな つたので すね。 

わらわ- P み 

山の 上の 聖人の 所へ 源氏の 中将が 瘧病 の まじないに 

おいでになつ たという 話 を 私 は 今 はじめて 聞いた ので 

す。 ずいぶん 微行で いらっしゃ つたので 私 は 知らない 

で、 同じ 山に いながら 今まで 伺候 もしませんでした」 

と 僧都 は 言った。 

「たいへん、 こんな 所 を だれか 御 一行の 人が のぞいた 

かもしれ ない」 

尼 君の こう 言う のが 聞こえて 御簾 はおろ された。 

「世間で 評判の 源氏の 君のお 顔 を、 こんな 機会に 見せ 



生から 遠ざかつ たこんな 生活に 自分 も はい つ てし まい 

きじょ 

たいな どと 思い ながら も、 夕方 に 見た 小さい 貴女が 心 

にか かって 恋しい 源氏であった。 

「ここへ 来て いらっしゃ るの は どなた なんです か、 そ 

の 方た ちと 自分と が 因縁の あると いうよう な 夢 を 私 は 

なぞ 

前に 見た のです が、 なんだか 今日 こちらへ 伺って 謎の 

糸口 を 得た 気がします」 

と 源氏が 言う と、 

「突然な 夢のお 話です ね。 それが だれで あるか をお 聞 

きにな つ て も 興がお さめになる だけで ございましよう _ 

前の 按察使 大納言 はもう ず つ と 早く 亡くな つたの で) J 



ざいます から ご存じ はあります まい。 その 夫人が 私の 

姉です。 未亡人に なつてから 尼に なりまして、 それが 

^ J の) J ろ 病気な ものです から、 私が 山に こもった きり 

になつ ている ので 心細が つ てこ ちらへ 来て いるので 

す」 

僧都の 答え はこう だ つ た。 

「その 大納言に お嬢さんが おありに なると いう ことで 

したが、 それ はどうな すった のです か。 私 は 好色から 

伺う のじゃありません、 まじめに お尋ね 申し上げ るの 

です」 

少女 は 大納言 の 遺子で あろうと 想像し て 源氏が 言う 



リ 冷ややかな 山風が 吹いて そのころ から 滝の 音 も 強く 

どきよ う 

なった ように 聞かれた。 そして やや 眠そう な 読経の 声 

が 絶え絶えに 響いて くる、 こうした 山の 夜 は どんな 人 

にも 物悲しく 寂しい ものであるが、 まして 源氏 はいろ 

いろな 思いに 悩んで いて、 眠る こと はで きないので 

あった。 初夜 だと 言 つ たが 実際 は その 時刻よりも 更け 

ていた。 奥の ほうの 室に いる 人た ち も 起きた ままで い 

け+6 、- 

るの が 気配で 知れて いた。 静かに しょうと 気 を 配って 

じゅず きょうそく 

いるら しいが、 数珠が 脇息 に 触れて 鳴る 音な どが して、 

たちい きぬず 

女の 起居の 衣摺れ も ほのかに なつかしい 音に 耳へ 通つ 

てく る。 貴族的な よい 感じで ある。 



「そのよう なお 言葉 を 頂戴 あそばす 方が いら つし や 

らな いこと は ご存じの ようです が、 どなたに」 

「そう 申し上げる わけが あるの だとお 思いに な つ てく 

ださい」 

源氏が こう 言う ので、 女房 は 奥へ 行つ てそう 言った。 

まあ 艷な 方ら しい 御 挨拶で ある、 女王さん がもう 少 

し 大人に なって いるよう に、 お客様 は 勘違い をして い 

られ るので はない か、 それにしても 若草に たとえた 言 

葉が どうして 源氏の 耳に はい つたので あろうと 思 つ て、 

尼 君 は 多少 不安な 気 もす るので ある。 しかし 返歌のお 

そくなる こと だけ は 見苦しい と 甲 3 つ て、 



なる のが かえって 当然な ような、 こんな 時に 申し上げ 

るの は 私の ために 不利なん です が、 誠意 を もってお 話 

しいた そうとして おります こと は 仏様が) J 存じで しょ 

う」 

と 源氏 は 言った が、 相当な 年配の 貴女が 静かに 前に 

いる こと を 思う と 急に 希望の 件が 持ち出されな いので 

ある。 

「思いが けぬ 所で、 お泊まり 合わせに なりました。 あ 

なた 様から 御 相談 を 承ります の を 前生 に 根 を 置いて 

いない ことと どうして 思えましょう」 

と 尼 君 は 言った。 



齢な こと を 知らないで いるの だと 思う 先入見が あって 

そうず 

源氏の 希望 を 問題に しょうと はしない。 僧都が 源氏の 

部屋の ほうへ 来る らしい の を 機会に、 

「まあよ ろしいです。 御 相談に もう 取り かかった ので 

すから、 私 は 実現 を 期します」 

と 言って、 源氏 は 屛風を もとの ように 直して 去った _ 

ほっけ ざん ま、 > 

もう 明け方に なって いた。 法 華の 三昧 を 行なう 堂の 尊 

せんぽう 

ぃ懺 法の 声が 山お ろしの 音に 混じり、 滝が それらと 和 

する 響き を 作つ ている ので ある。 

みやま 

吹き 迷 ふ 深山お ろしに 夢 さめて 涙 B す 滝 の 音 かな 



見る ぺ く」 

歌の 発声 も 態度 もみ ごとな 源氏であった。 僧都が、 

うどんげ みやま 

優曇華の 花 まち 得た る ここちして 深山桜に 目 - J そ 

移らね 

と言うと 源氏 は 微笑しながら、 

「長い間に まれに 一 度 咲く という 花 は 御覧に なること 

が 困難でしょう。 私と は 違います」 

と 言って いた。 巌窟の 聖人 は 酒杯 を 得て、 



などと 恨んで、 

「美しい 花の 下で 遊ぶ 時間が 許されないで すぐにお 帰 

りのお 供 をす るの は 惜しくて ならな いこと です ね」 

とも 言って いた。 岩の 横の 青い b の 上に 新しく 来た 

公達 は 並んで、 また 酒盛りが 始められ たので ある。 前 

に 流れた 滝 も 情趣の ある 場所だった。 頭 中将 は 懐 に 

入れて きた 笛 を 出して 吹き 澄まして いた。 弁 は 扇 拍子 

かつらぎ とよら 

をと つ て、 「葛 城の 寺の 前なる や、 豊 浦の 寺の 西なる や」 

という 歌 を 歌って いた。 この 人た ち は 決して 平凡な 若 

い 人で はない が、 悩まし そうに 岩へ よりかかつ ている 

源氏の 美に 比べて よい 人 はだれ もなかった。 いつも 



蓽篥を 吹く 役に あたる 随身が それ を 吹き、 また わざ わ 

しょ う 

ざ 笙の笛 を 持ち込んで 来た 風流 好き もあった。 僧都 

きん げん 

が 自身で 琴 (七 絃の唐 風の 楽器) を 運んで 来て、 

「これ をた だ ちょっと だけで もお 弾きく だすって、 そ 

れ によ つ て 山の 鳥に 音楽の 何で あるか を 知らせて やつ 

ていた だきたい」 

こう 熱望す るので、 

「私 はま だ 病気に 疲れて いますが」 

と 言 いながら も、 源氏が 快く 少し 弾いた の を 最後と 

して 皆 帰って 行った。 名残惜しく 思って 山の 僧俗 は 皆 

涙 を こぼした。 家の 中で は 年を取った 尼 君主 従が まだ 



やむをえず 源氏 は 同道して 行く ことにした。 自分の 車 

へ 乗せて 大臣 自身 はから だ を 小さく して 乗って 行った 

ので ある。 娘の かわい さから これほどまでに 誠意 を 見 

せた 待遇 を 自分に して くれる の だと 思う と、 大臣の 親 

心なる ものに 源氏 は 感動せ ずに はいられなかった。 

こちらへ 退出して 来る こと を 予期した 用意が 左大臣 

家に できて いた。 しばらく 行って 見なかった 源氏の 目 

に 美し い y J の 家が さらに 磨き上げられた 気 もした。 源 

氏の 夫人 は 例のと おりに ほかの 座敷へ はいつ てし まつ 

て 出て 来ようと しない。 大臣が いろいろと なだめて 

やっと 源氏と 同席 させた。 絵に かいた 何 かの 姫君と い 



ただ今 何とも 申し上げません でもと 存じて おり まし 

たのに、 またお 手紙で 仰せに なりました ので 恐縮い 

たして おります。 まだ 手習いの 難 波 津の歌 さえ も 続 

けて 書け な い 子供で) J ざいます から 失礼 をお 許しく 

ださい ませ、 それにいた しましても、 

あらし をのへ 

嵐 吹く 尾 上の さくら 散らぬ 間 を 心と めけ る ほど 

の はかな さ 

こちら こそた よりない 気が いたします。 

というの が 尼 君からの 返事で ある。 僧都の 手紙に し 



自身 だけに は 思い あたる ことがない のではなかった。 

情けなくて、 これで 自分 は 子 を 産む のであろう かと 煩 

悶 をして おいでになった。 まして 夏の 暑い 間 は 起き 上 

がる こと もで きずに お寝み になった きりだった。 御 妊 

娠が 三月で あるから 女房た ち も 気が ついて きたよう で 

ある。 宿命の 恐ろし さを宫 はお 思いに なっても、 人 は 

知らぬ ことであった から、 こんなに 月が 重なるまで 御 

内奏 も あそばされ なか つたと 皆 驚いて ささやき 合 つ た _ 

宫の御 入浴のお 世話な どもき ま つ てして いた 宮の 乳母 

の 娘で ある 弁と か、 王命婦 とか だけ は 不思議に 思う こ 

と はあって も、 この 一 一人の 間で さえ 話し合うべき 問題 



「見苦しい 所で ございま すが 、 せめて 御 厚志のお 礼 を 

おぼし. P 

申し上げません ではと 存じまして、 思 召しで も ござい 

ませんで しょうが、 こんな 部屋な どに お通しいた しま 

して」 

という 挨拶 を 家の 者が した。 そのと おりで、 意外な 

所へ 来て いると いう 気が 源氏に はした。 

「いつも 御 訪問 をした く 思って いるので したが、 私の 

お願い を とっぴな もの か 何 かの ように こちらで はお 扱 

いになる ので、 きまりが 悪かった のです。 それで 自然 

御 病気 もこん なに 進んで いる こと を 知りません でし 

た」 



紙の 字 もみ ごとな ものであった から、 そのまま 姫君の 

習字の 手本に したら いいと 女房ら は 言った。 源氏の 所 

へ 少納 言が 返事 を 書 いてよ こした。 

お見舞いく ださいました 本人 は、 今日 も危 いよう 

で ございまして、 ただ今から 皆で 山の 寺へ 移って ま 

いると ころで) /ざ い ます。 

かたじけない お見舞いの お礼 はこの 世界で 果たし ま 

せんでも また 申し上げる 時が ございましよう。 

というの である。 秋の 夕べ はまして 人の 恋し さがつ 

のって、 せめて その 人に 縁故の ある 少女 を 得られるな 

ら 得たい という 望みが 濃くな つ ていく ばかりの 源氏で 



前 の 座敷 へ 迎えて 少納 言が 泣きな が ら 哀れな 若草 を 

語った。 源氏 も 涙の こぼれる の を 覚えた。 

「宮様のお 邸へ おつれになる ことにな つ ており ますが、 

お母様の 御 生前に いろんな 冷酷な こと をなさい ました 

奥 さまが いら つ しゃる ので ございま すから、 それが 

いっそ ずっとお 小さい とか、 また 何でもお わかりに な 

る 年 ごろに なって いらっしゃる とか すれば いいので ご 

ま， Hi, 

ざいます が、 中途半端 なお 年で、 おおぜい お子様の い 

らっしゃる 中で 軽い 者に お扱われになる ことにな つ て 

はと、 尼 君 も 始終 それ を 苦労に なさい ましたが、 宮様 

のお 内の こと を 聞きます と、 まったく 取り越し苦労で 



なさそう なんで ございま すから、 あなた 様のお 気 まぐ 

れ からお つし やってく ださい ますこと も、 遠い 将来に 

までに はたと えどうな ります にしましても、 お救いの 

手に 違いない と 私 ども は 思われ ますが、 奥様に などと 

は 想像 も 許されません ような お 子供ら し さで， > 」 ざ いま 

あかさ ま 

して、 普通の あの 年 ごろよりも もっとも つと 赤 様な の 

でございます」 

と少納 言が 言った。 

「そんな こと はどうで もい いじゃありません か、 私が 

繰り返し 繰り返し これまで 申し上げて ある こと を なぜ 

無視し ようとな さるので すか。 その 幼稚な 方 を 私が 好 



ぜんしょう 

きで たまらな いのは、 こればかり は 前生の 縁に 違い 

ない と、 それ を 私が 客観的に 見ても 思われます。 許し 

てくだす つて、 この 心持ち を 直接 女王さん に 話させて 

くださいません か。 

あし わかの 浦に みるめ は 難く ともこ は 立ちながら 

ョ&る 波 か は 

私 をお 見くびり にな つ てはいけ ません」 

源氏が こう 言う と、 

「それ はもう ほんとう にも つ た いなく 思 つてい るので 



に、 遊び相手の 童女が、 

「直 衣 を 着た 方が 来て いらっしゃ いますよ。 宮様が 来 

てい らっしゃる のでしょう」 

と 言った ので、 起きて 来て、 

r 少納 言、 直 衣 着た 方 どちら、 宮様な の」 

めのと 

ァ j う 言 いながら 乳母の そばへ 寄って 来た 声が かわい 

かった。 これ は父宮 ではなかった が、 やはり 深い 愛 を 

小 女王に 持つ 源氏であった から、 心が ときめいた。 

「こちら へ いらっしゃい」 

と 言った ので、 父宫 でな く 源氏の 君で ある こと を 

知った 女王 は、 さすがに うっかり とした こと を 言つ て 



とのい 

だから、 私が 宿直の 男に なりましょう。 女房 方 は 皆 

女王さん の 室へ 来て いらっしゃい」 

と 言って、 馴れた ことのよ うに 女王さん を 帳 台の 中 

へ 抱いて はいった。 だれも だれも 意外な ことに あきれ 

ちんにゅうしゃ 

ていた。 乳母 は 心配 をしながら も 普通の 闖入者 を 扱 

た んそく 

うように はでき ぬ 相手に 歎息 をしながら 控えて いた。 

ふる 

小 女王 は 恐ろしが つ て どうす るの かと 慄 えてい るので 

肌 も 毛穴が 立って いる。 かわいく 思う 源氏 はさ さやか 

ひとえ 

な 異性 を 単衣に 巻きく るんで、 それだけ を 隔てに 寄り 

添って いた。 この 所作が われながら 是認し がたい もの 

と は 思いながら も 愛情 を こめて いろいろと 話して いた _ 



乳母 は 帳 台の 近くに 侍して いた。 風の 少し 吹き やんだ 

時 はま だ 暗かった が、 帰る 源氏 はほんと うの 恋人の も 

と を 別れて 行く 情景 に似ていた。 

「かわいそうな 女王さん とこん なに 親しくな つてし 

まった 以上、 私 はしば らくの 間 もこん な 家へ 置いて お 

くこと は 気が かりで たまらない。 私の 始終 住んで いる 

うち- 

家へ お移ししょう。 こんな 寂しい 生活 をば かりして い 

ら つ しゃ つ て は 女王さん が 神経衰弱に おなりになる か 

ら」 

と 源氏が 言った。 

「宮様 も そんなに おっしゃ いますが、 あちらへ おいで 



ごろ 隠れて 通って いる 人の 家が 途中に あるの を 思い出 

して、 その 門 をた たかせた が 内へ は 聞こえない らしい。 

しかたがなくて 供の 中から 声の い い 男 を 選んで 歌わせ 

た。 

朝 ぼ らけ霧 立つ 空の 迷 ひに も 行き過ぎが た き 妹が 

nr 力な 

二度 繰り返させ たので ある。 気の きいた ふう をした 

しも づか 

下 仕えの 女中 を 出して、 



「宮様の ほうから、 にわかに 明日 迎えに 行く と 言つ て 

およこしに なりました ので、 取り込んで おります。 長 

なじみ やしき 

い 馴染の 古いお 邸 を 離れます の も 心細い 気の する こ 

とと 私 どもめ いめい 申し 合って おります」 

と 言葉 数 も 少なく 言って、 大納言 家の 女房た ち は 今 

日 は ゆっくりと 話し相手 になって いなかった。 忙し そ 

うに 物 を 縫ったり、 何 か を 仕度した りする 様子が よく 

これみつ 

わかる ので、 惟光 は 帰って 行った。 源氏 は 左大臣 家へ 

行って いたが、 例の 夫人 は 急に 出て 来て 逢おうと もし 

めんどう あずま ごと 

なかった ので ある。 面倒な 気がして、 源氏 は 東 琴 

(和 琴に 同じ) を 手す さびに 弾いて、 「常 陸に は 田 を こ 



「どんな ことで ございましよう。 まあ どんなに 確かな 

お 返辞が おできになります こと やら」 

少納言 は 笑って いた。 源氏が 室内へ はいつ て 行こう 

とする ので、 この 人 は 当惑した らしい。 

「不行儀に 女房た ちが やすんで おりまして」 

「まだ 女王さん はお 目 ざめ にな つ て いないの でしよう 

ね。 私が お起こしし ましょう。 もう 朝霧が いっぱい 降 

る 時刻 だのに、 寝て いると いうの は」 

と 一一 一一 n いながら 寝室へ はいる 源氏 を少納 言 は 止める こ 

ともで きなかった。 源氏 は 無心に よく 眠って いた 姫君 

を 抱き上げて 目 を さまさせた。 女王 は父宫 がお 迎えに 



い つし よに おなりになる 御 縁が ある もので ございまし 

たら 自然にそう なること で ございましよう。 まだ あま 

りに 御 幼少で いらっしゃい ますから。 ただ今 そんな こ 

と は 皆の 者の 責任になる ことで ございま すから」 

と 一一 一一 n うと、 

「じ やい い。 今 すぐにつ いて 来られな いのなら、 人 は 

あとで 来る がよ い」 

こんな ふうに 言って 源氏 は 車 を 前へ 寄せさせた。 姫 

君 も 怪しくな つ て 泣き出した。 少納言 は 止めよう がな 

いので、 昨夜 縫った 女王の 着物 を 手に さげて、 自身 も 

着が え をして から 車に 乗った。 



んで おいでになった。 夫人 は その 母君 をね たんで いた 

心 も 長い 時間に 忘れて いって、 自身の 子と して 育てる 

^9 〈- ま う 

の を 楽しんで いた ことが 水泡に 帰した の を 残念に 思つ 

た。 

そのうち 二 条の院 の 西の 対に 女房た ちが そろった。 

若紫のお 相手の 子供た ち は、 大納言 家から 来たの は 若 

い 源氏の 君、 東の 対の はきれ いな 女王と いっしょに 遊 

る す 

べるの を 喜んだ。 若紫 は 源氏が 留守に なったり した 夕 

方な どに は 尼 君 を 恋しが つ て 泣き もした が、 父 宫を思 

い 出す ふう もなかった。 初めから 稀々 にし か 見な かつ 

た父宫 であ つたから、 今 は 第一 一 の 父と 思 つ ている 源氏 



かりであった。 娘と いう もの も、 これほど 大きく なれ 

ば 父親 は y J ん なにも 接近して 世話が できず、 夜 も 同じ 

寝室に はいる こと は 許されな いわけで あるから、 こん 

な おもしろい 間柄と いう もの はない と 源氏 は 思つ てい 

るら しいので ある。 
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